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ロボ巫女

雨が続く時期が終わると、急に陽射しは強

くなる。

「これが夏というものなんですねえ」

しみじみと呟きながらミヨは空を仰いだ。

ぎらつく太陽の陽射しは眩しく、いつもより

多く光が目に入ってくる。

夕方も近いというのに紫外線指数は極めて

高く、洗濯指数も高い。どうやら晴天、その

上、今日の気温は妙に高いらしい。次々に意

識に浮かぶ夏特有の指数に納得して頷き、ミ

ヨは顔の向きを戻した。

店先には色鮮やかなトマトやレタスが並ん

でいる。品数は少ないが、ここに並んでいる

のは取れたての新鮮な野菜だ。ミヨは真剣な

顔で並んだ野菜を吟味した。店番をしている

のは、すっかり顔なじみになった八百屋のお

かみだ。
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「今日も暑いねえ」

野菜の並んだ台の横の椅子に腰掛け、おか

みがうちわをあおぎながら笑ってみせる。そ

うですねえ、と頷いてミヨは頬に手をあてが

った。

「現在の気温は35℃ですね」

「ああ、そりゃ暑いはずだよ。やれやれ、今

年は神さんの機嫌が悪いのかね」

そんなことを言っておかみが困ったような

顔をする。ミヨはそうなんですか、と言いな

がらさりげなく肩越しに背後の山を振り返っ

た。

ミヨが暮らしているのは山と山の間にあ

る、小さな村だ。村に暮らしている人は百人

程度で、出入りする者も殆どない。そんな村

の守り神と言われているのが、あの山の麓の

社に祀られている、とある神仏だという。だ

がその神仏の詳しい話をミヨは知らなかっ
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た。ミヨを作った男が知る必要はないと判断

したのか、情報をインプットしてくれていな

いのだ。

だがインプットされていなくても、学習す

ることは出来る。ミヨは興味を覚えておかみ

の愚痴に耳を傾けた。

「神さんは気紛れでねえ……。今年はやけに

過ごしやすいと思ったら、次の年はドカ雪が

降ってみたりねえ」

「それって気象状況を変える力があるってこ

とですか？」

「そうなんだよ、本当に。だからまあ、この

辺の他の村よりはずっと暮らしやすいんだけ

ど」

ため息混じりに言ったおかみが、あっ、と

慌てたように口を手で覆う。ミヨは不思議に

思って訊ねた。

「もしかして聞かなかった方が良かったです

か？」
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「あ、ううん。いいんだよ。そうだよね。ミ

ヨちゃんは立派な村人の一人だから」

困ったような顔をしていたおかみが思い直

したように首を振り、そう言ってくれる。え

えと、私は村『人』じゃないんですけど。と

思いつつも、ミヨはおかみの言うことにあり

がとうございますと微笑んでみせた。

それから数分ほどおかみと会話をしてか

ら、ミヨはトマトとレタスを買い込んだ。お

まけだから、とおかみがつけてくれた茄子も

買い物籠には入っている。また明日、と元気

よく挨拶をして、ミヨは八百屋を出た。

今日はサラダパスタにしよう。トマトとレ

タスをたくさん入れて、パスタは少し柔らか

めに茹でた方がいいかな。今晩のメニューを

考えながらミヨは家に向かった。道中ですれ

違った子供達が元気よく手を振ってくれる。

どうやら今日は祭があるらしい。子供達は可

愛い柄の浴衣を身に着け、明るい声ではしゃ

ぎながら社のある方へと走っていく。それを
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見送ったミヨは思わず微笑んだ。

この村はとても居心地がいい。最初は奇異

な目で見られたりもしたものだが、今ではこ

うして自然にミヨのことを受け入れてくれて

いる。ミヨは嬉しさについつい緩んでしまっ

た頬を押さえてそっとため息を吐いた。

最初は酷かった。機械人間とからかわれ、

石を投げられたこともある。違う。機械人間

なのではなく、自分は機械なのだと何度説明

しただろう。

でもその甲斐がありました！

数ヶ月前のことを思い出してミヨは思わず

こぶしを握りしめて力強く頷いた。

ミヨは高橋仁志という男性に造られた家事

ロボットだ。仁志は様々な研究開発に常に忙

しく、身の回りの世話を焼いてくれるような

人がいなかった。それならいっそのこと自分

で造ってしまえ、ということで仁志はミヨを
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造ったのだ。

電源を入れられ、目覚めてすぐにミヨは本

来の仕事である家事をこなしはじめた。だが

やっぱり家事だけではなく、ご近所づきあい

もしなければならないのではないだろうか。

そう考えたミヨはある日、遠く離れたお隣さ

んのところに手作りのいなり寿司を持ってい

った。

ミヨがボディからいなり寿司を取り出した

途端、お隣さんは村中に響き渡る悲鳴を上げ

た。どうやら人間というものは腹部からいな

り寿司を取り出すと驚くものらしい。そのこ

とをミヨはその時に初めて学習した。

そんなことがあってからというもの、ミヨ

は村中の人々に機械人間とからかわれるよう

になった。元々、仁志の方も村人からはちょ

っと変わった人だと敬遠されていたらしい。

そのことも加わって、ミヨは庭掃除をするた

びに石ころを投げられたりするようになっ

た。
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だが根はいい人たちなのだ。ミヨは根気良

く毎日毎日、お隣さんを訪ねては追い返され

を繰り返した。

そんなある日、ミヨはお隣さんの家に上げ

て貰えることになった。ミヨが玄関先でつま

づいて転んでしまい、運悪く膝を壊してしま

ったことにお隣さんが同情してくれたのだ。

その日を境にして、村人達はミヨに辛く当

たらないようになった。膝が壊れてしまい、

自分では歩けなくなったミヨを抱えて運んで

くれようとしたのはお隣さんの人々だった。

だが、当時のミヨのボディは数人で抱えられ

るほど軽くはなかった。何しろ当時のミヨの

ボディには冷蔵庫や扇風機、レーザー光線発

射機などが仕込まれていたのだ。

あまりに重いミヨを抱えられず、お隣さん

が慌てて更にお隣さんを呼んできた。そうし

て更にお隣さんはもっとお隣さんに声を掛け

た。狭い村だ。次々に人は集まってきた。
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結局、ミヨはみんなで抱えてもらって家に

帰ることになった。彼らはこれまですまなか

ったとミヨに口々に謝った。

これ以上、村に妙なものが増えてもと思っ

て。

その時に誰かが言ったことを思い出し、ミ

ヨはふと足を止めた。そういえばあれはどう

いう意味だったのだろう。

ううん。そんなことより、今はお夕飯のこ

とを考えなきゃ。

ぷるぷると頭を振ってそう思い直し、ミヨ

は帰り道を急いだ。

〜⽴ち読み版はここまでです〜


